
1,625,203

― 県土整備部 26 ―

未来を見据えた社会基盤の創造

151,241 4,015,569

住み続けられるまちづくり

現計額 3,864,328 125 2,239,000

決定額 151,241

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
補正後の
予算額諸 収 入 県　債

　昨今の電気料金高騰の影響により、既定予算では不足が
見込まれるため、その不足額を計上する。
　
  道路附属物(照明灯等)の電灯料　151,241千円

（１）事業内容
　　　昨今の電気料金高騰の影響により、既定予算では不足が見込まれるため、その不足額を計上する。

（２）事業計画
　　　対象施設
　　ア　道路照明灯　　約30,000基分
　　イ　道路融雪設備　1施設分(雷電廿六木橋)

（３）事業効果
　　　道路照明灯等の適正な運営の継続に寄与する。

２　事業主体及び負担区分

(県10/10)

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

なし
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１　事業の概要 ５　事業説明
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道路維持費 道路安全施設費

番号 事業名

事 業
期 間

昭和41年度～ 根 拠
法 令

交通安全施設等整備事業の推進に関する法律
道路法

款

針路

会計

P26
道路安全施設費 一般会

計
土木費 道路橋

りょう
費

項 目

令和 6年度予算見積調書(12月補正予算)
課室名:

説明事業

道路環境課

担当名: 交通事故緊急対策担当

内線: 5098 (単位：千円)



 

事業名

単位事業名 予算額 151,241千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 補正予算額 対前年度増減額

一般財源 151,241 ―

合計 151,241 ―

　
○歳出 （単位：千円）

節 補正予算額 対前年度増減額

需用費 151,241 ― 光熱水費（電気料金）　151,241千円(2月支払分以降)

合計 151,241 ―

事業内訳書

道路安全施設費

道路附属物（照明灯等）の電灯料

主な内容

主な内容


